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開講学期 2

教科書
[書名／著者
名／出版社]

なし

受講生への
メッセージ

この授業は、地域の「まちづくり」の旗手を育てること、観光県長崎の第一線で活躍できる担い手
を育てることを究極の願いとしています。そのためには、日頃から長崎の歴史、文化等への関心を
持つとともに、授業の主題をよく理解して授業に臨んでください。参考書

[書名／著者
名／出版社]

わかる！和華蘭／長崎市史編さん委員会／長崎新聞社

第8回 長崎さるく体験②（外部講師：同上）
長崎さるく体験の感想及びまちづくりへの提言
をレポートにまとめる

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

観光業の現状について下調べしておく

第7回 長崎さるく体験①（外部講師：同上）
長崎さるく体験の感想及びまちづくりへの提言
をレポートにまとめる

第15回
長崎の観光スポット研究②（長崎女子短期大学を探索してまとめ
る）

研究成果を成果物として提出する

第6回
長崎さるく事前学習（外部講師：NPO法人長崎コンプラドール桐野
耕一会長・田中潤介事務局長）

長崎さるく体験のコースの中で特徴的な史跡、
建物、人物等について事前に調べ、まとめる。

第14回 観光業の現状（ゲストスピーカー：稲佐山観光ホテル社長）

自分が選んだ、「長崎ゆかりのひと・もの・
こと」について調べ、まとめる

第5回 長崎の食文化（栄養士コース長古賀先生）（予定）
講義を受け、長崎の食文化の特徴についてレ
ポートにまとめる

第13回 長崎の今とこれから（ゲストスピーカー：未定）
講義を受け、長崎観光の課題についてレポー
トにまとめる

第4回
長崎に関わる世界遺産とその背景②（長崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産）（ゲストスピーカー未定）

事前に配布する資料で学習しておく。また、第
3回第4回を踏まえてレポートにまとめる

第12回 長崎ゆかりのひと・もの・こと②

第1回目の長崎の文化の講義について復習して
おく

第3回
長崎に関わる世界遺産とその背景①（概論、明治日本の産業革命
遺産）（ゲストスピーカー：NPO法人軍艦島を世界遺産にする会坂
本道徳理事長を検討）

事前に配布する資料で学習しておく 第11回 長崎ゆかりのひと・もの・こと①
自分が選んだ、「長崎ゆかりのひと・もの・
こと」について調べ、まとめる

第2回 長崎の文化①
長崎の文化に関して学習した内容をレポートに
まとめる

第10回 長崎の文化②

事前・事後学修

第1回 オリエンテーション、長崎の歴史
長崎の歴史に関して学習した内容をレポートに
まとめる

第9回
観光まちづくり～まちなか再生をテーマとして～（グループワー
ク）（ゲストスピーカー：長崎市まちなか再生担当平山広孝技師
（長崎都市景観研究所所長））

グループワークを受け、理想とするまちづく
りについてレポートにまとめる

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題
日本の都市で他と異質な歴史と文化を有する長崎市に所在する短期大学に学ぶ者として、また、卒業後に観
光県長崎で勤務する社会人として、必要な素養を身に付ける。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

提出された成果物やレポートは評価の対象となります。

授業の方法
講義形式を基本にしながらも、学外での活動（フィールドワーク）も行います。なお、学習の成果として、
自ら設定したテーマで長崎の観光に関連した報告書を提出してもらいます。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

①「長崎さるく体験」は学外でのフィールドワークとする。
②「長崎さるく体験事前学習」、「長崎ゆかりのひと・もの・こと」、「長崎の観光スポット研
究」では、各自がテーマを決め、独自にまとめる作業とする。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

担当者 松島　完 単独

対象学科・
コース

生活創造学科　栄養士
コース

配当年次 2年次 前期 単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件

科目区分 教養科目 授業科目名 長崎観光入門 科目コード
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レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

20 20
提出回数、提出期限と
も２０％以上厳守でき
なかった

②
規律性

③
知識

30 30

長崎の歴史、文化等に
関する基本的な知識が
不十分であり、他者へ
の説明もほとんどでき
ない

④
技能

⑤
情報
活用
能力

30 30
指示された条件に従っ
て提出物を編集してお
らず、わかりにくい

⑥
課題
解決力

⑦
言語
活用
能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

20 20
指示された条件に従っ
て提出物を編集してお
らず、わかりにくい

⑨
主体性

⑩
協働性

100 30 70合計

指示された条件に従って
提出物を編集してまとめ
ているが、情報が不足し
ており、ややわかりにく
い

実
践

行
動
・
応
用

表
現

多様な情報を指示され
た条件に従って編集
し、効果的にまとめ、
表現できる

多様な情報を収集し、
他者に分かりやすくま
とめる能力

提出物の仕上がり、創意
工夫、完成度

指示された条件に従っ
て提出物を編集し、独
自の表現力で必要な情
報を入れており、非常
に分かりやすい

指示された条件に従っ
て提出物を編集し、独
自の表現力で必要な情
報を入れており、分か
りやすい

指示された条件に従っ
て提出物を編集してま
とめており、必要な情
報は最低限含まれてい
る

提出物の仕上がり、創意
工夫、完成度

指示された条件に従っ
て提出物を編集し、独
自の表現力で必要な情
報を入れており、非常
に分かりやすい

指示された条件に従っ
て提出物を編集し、独
自の表現力で必要な情
報を入れており、分か
りやすい

指示された条件に従っ
て提出物を編集してま
とめており、必要な情
報は最低限含まれてい
る

指示された条件に従って
提出物を編集してまとめ
ているが、情報が不足し
ており、ややわかりにく
い

提出物における知識の提
示

長崎の歴史、文化等に
関する基本的な知識を
十分に有しており、他
者に詳しく説明できる

長崎の歴史、文化等に
関する基本的な知識を
十分に有しており、他
者に説明できる

長崎の歴史、文化等に
関する基本的な知識を
有しており、他者にあ
る程度説明できる

長崎の歴史、文化等に関
する基本的な知識はある
程度有しているが、他者
への説明はあまりできな
い

提出物の提出回数、提出
期限厳守

提出回数、提出期限と
も１００％厳守した

提出回数９５％以上
（提出期限を厳守でき
なかったことは１０％
程度まで）

提出回数９０％以上
（提出期限を厳守でき
なかったことは１５％
程度まで）

提出回数８５％以上（提
出期限を厳守できなかっ
たことは２０％程度）

観
点

尽
心

態
度
・
志
向

提出物を指示された期
限までに提出できる

指示された通りに提出
しようとする姿勢、真
面目さ

創
造

知
識
・
技
能

長崎の歴史や文化等に
関する基本的な知識を
有し、他者に説明でき
る

長崎の歴史、文化等に
関する基本的な知識

思
考
・
判
断

多様な情報を指示され
た条件に従って編集
し、効果的にまとめ、
表現できる

多様な情報を収集し、
他者に分かりやすくま
とめる能力

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


